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１．目的 
2050 年に向けて低炭素社会を確実に実現することが大きな政策目標となっている。この

達成には、太陽光、地熱、風力、水力、波力、バイオマス等あらゆる新エネルギーの利用

と省エネの推進の統合が必要となる。こうした社会情勢を背景に、バイオマスの中で最大

量を誇る森林バイオマスをバイオエタノール製造やバイオマス発電などに利用に対する社

会の需要・期待は増すばかりである。 

木質バイオマス需要の長期的な増大傾向は、必然的に森林への負荷を増大させるであろ

う。森林バイオマスの強度収穫にあたっては、残存バイオマスが少なくなることによる林

地環境への影響に対する社会的な関心・懸念が生じており、それらに関して長期的な視点

から研究体制を構築し、科学的な知見を提供する必要がある。一方では、人工林の長伐期

化にともない、間伐を定期的に継続しながら森林バイオマスを強度収穫する方法を確立す

ることが林野行政から要請されている。 
本課題では、以上の背景に答えることを最終目的とする。具体的には、北秋田市バイオ

マスタウン構想に組み込まれている木質バイオエタノール製造実証化事業に対して木質バ

イオマスの安定的な需給体勢を構築すること、将来的なバイオマス需要の増大を見越して

森林生態系に及ぼす影響についての研究を先駆的に行うこと（東北森林管理局内に試験地

を確立）、これをベースとして地域社会の中で需要と供給を適切にマッチングさせるシス

テムを構築することを目的とする。 

 

２．全期間における研究成果の概要 

推進モデル 

バイオマス発電と小規模熱利用の経済性評価が行えるようツールの改善を行った。前者

に関しては、10 円/㎏-50％（湿量基準）であれば 5700kW 発電が実行可能であると評価さ

れた。昨年度の結果から、その価格の下で 2市において 7万ｔ-50％の供給ポテンシャルが

示されており、これは燃料をほぼまかなえる値であるが、既存の流通に影響を及ぼすのは

間違いないことや、100％収集は困難であることから、事業方法を変更するとともに集荷範

囲を拡大する必要が指摘できる。他方、小規模熱利用に関しては、半乾燥チップの利用が

前提となるが、10 円/㎏-50％のチップを乾燥施設経由で 18 円/㎏-35％で供給すれば、灯

油を多量に使用している 18 ヶ所の施設（4734t-50％/年）で導入メリットが得られる結果

となった。 

供給システム 

秋田地域の地形、地利、林分、作業実施状況等を分析した結果、スギの利用間伐適期林

が多いこと、低規格路網とプロセッサを組み合わせた伐出作業システムが広く普及してい

ること等が明らかになった。これを踏まえ、バイオマス強度収穫試験地を秋田森林管理署

管内に設置し収穫試験を行った。全木、全幹、短幹の集材方式の違いによる搬出作業を比

較した結果、全木方式では、バイオマス搬出の生産性（4.79t-dry/人日）は全幹方式

（6.31t-dry/人日）に比べ低いものの、用材の生産性が高いこと、枝条を含めることによ

りバイオマス量（28.7t-dry/ha）の確保が容易であること等から効果的な作業方法である
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ことがわかった。これらの結果を用いて、北秋田を中心とするバイオマス発生量および収

穫コストを算定した。収穫コスト 15,000 円/t-dry 未満であれば、バイオマス収穫可能量

は枝条 60千 t-dry/年、端材 429千 t-dry/年、混合 317千 t-dry/年であり、素材生産に併

せてバイオマス搬出を行うことにより搬出コストは最大 1/4 まで削減できる可能性が示さ

れた。 

破砕技術 

破砕エネルギーと輸送エネルギーからトータルの消費エネルギーを求めた。端材では、

破砕、輸送条件にかかわらず全条件で定置型の消費エネルギーが小さくなった。末木枝条

では、概ね定置型が有利であったが、スクリーンサイズが大きく、運搬距離が長いと移動

型が有利になる場合もあった。また、生産コストを試算したところ、スクリーンサイズが

50mmの場合、端材では定置型のコストが低く、末木枝条では移動型のコストが低くなる傾

向が見られた。 

影響評価 

 強度収穫による土壌養分への影響を評価するため、枝条等をすべて収穫する全木区（100% 

区）と枝条を残す短幹区（0% 区）にイオン交換樹脂バッグを設置し、土壌中の交換性塩基

量の収支を調べた。土壌への交換性塩基の流入量は、間伐後半年間に限っては 100 % 区で

多い傾向がみられたが、それ以外の期間は両区の違いは少ないか、0 % 区でやや高い傾向

であった。但し 0 % 区では、残存枝条が褐変し分解が進んだ期間にカリウム流入量が有意

に高くなった。一方流出量は 100 % 区の方がいずれの期間も多い傾向を示し、枝条除去に

よって交換性塩基が流出した。強度収穫を行うと、枝条に含まれる養分の森林生態系外へ

の持ち出しに加えて、枝条除去処理によっても短期的には生態系からの養分流出が起こり

得ることが明らかになった。 

 上木の成長については、被圧個体の影響を除外するために、直径で上位 20本のスギ個体

のみを解析の対象とし、断面積成長量を両区で比較した。間伐後 2 年間の成長に関しては

成長量の平均値に統計的に有意な差はなかった。 
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５．評価結果の概要 
  森林バイオマス利活用にあたっては、数十年の長期森林育成の時間軸と、日単位の効率性が要

求される木材利用の市場性を組み合わせて、全体システムの整合性と最適性を促す視点が要求され

ている。地域特性、たとえば土壌、気象等の自然条件、樹種、伐採計画等の林業条件、エネルギー

需要、エネルギー市場等の社会条件への深い理解に基づく知識の体系化が求められている。GIS を

利用した数理モデルの開発は、まさに知の蓄積を公開して社会に貢献する先駆的なアプローチであ

ろう。わが国唯一の森林分野の国立研究機関として、異なる時間軸と多様な社会ニーズに呼応する

研究マネジメントを期待する。 
 研究プロジェクトの初期の目標を達成している。 

 
６．評価において指摘された事項への対応 
 従来、推計のみで算出されることの多かった搬出可能な森林バイオマス量については、実測値を

基にマップ化、算出を行ったという事において評価を得た。今度は、現場の推移を見ながら条件を

多様化し、広い地域で適用できるようなプロジェクトを検討したい。 
 林地の持続性については、今回確立した試験地を長期的に維持しモニタリングすることで、今後

の社会的ニーズに対応していきたい。また同時に様々な気象条件のある国内での観測データの多点

化を図ることによって、我が国における森林バイオマス利用のガイドライン作成に向けた研究の蓄

積を計っていきたい。 
 


